
平
成
二
十
四
年
度
の
調
査
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
○
一
二
年
六
月
七
日

（
木
）
一
五
三
一
○
～
一
七
三
一
○
、
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
ｌ
文

学
研
究
の
視
点
か
ら
ｌ
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
。
内
容
は
、
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」

（
～
二
十
五
年
度
研
究
分
担
者
三
十
一
名
代
表
”
大
高
洋
司
）
の
中
間
報
告
で

あ
る
。今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
以
下
の
よ
う
に
ま
と

め
て
出
席
者
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
過
去
四
十
年
に
わ
た
り
国
文
学
研
究
資
料
館
が
行
っ
て

き
た
調
査
収
集
の
対
象
と
な
っ
た
所
蔵
先
の
う
ち
、
す
で
に
終
了
、
ま
た
は
ほ

ぼ
Ⅱ
途
の
つ
い
た
七
箇
所
を
全
国
か
ら
選
び
、
近
世
期
に
形
成
さ
れ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
蔵
書
に
お
け
る
文
芸
資
料
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た

複
数
の
専
門
家
の
視
点
に
よ
る
総
合
的
検
討
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
宮
廷
の
周
辺
・
大
名
家
・
地
方
豪
商
の
三

所
蔵
先
に
お
け
る
、
文
芸
資
料
の
概
要
と
享
受
の
実
態
を
報
告
す
る
と
共
に
、

文
学
研
究
の
立
場
か
ら
蔵
壽
研
究
に
新
た
な
光
を
あ
て
、
認
識
を
深
め
る
き
っ

平
成
二
十
四
年
度
調
査
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要

か
け
と
し
た
い
。

具
体
的
に
は
、
「
宮
廷
の
周
辺
」
Ⅱ
新
日
吉
神
宮
蘆
庵
文
庫
（
京
都
市
）
、
「
大
名

て
せ
ん

家
」
Ⅱ
祐
徳
稲
荷
神
社
（
佐
賀
県
鹿
島
市
）
、
「
地
方
豪
商
」
Ⅱ
手
銭
記
念
館
（
島
根

県
出
雲
市
）
所
蔵
の
資
料
を
め
ぐ
る
研
究
報
告
で
あ
る
。
順
に
、
タ
イ
ト
ル
・
報
告

者
・
報
告
要
旨
を
摘
記
す
る
（
な
お
、
司
会
進
行
は
大
高
が
担
当
）
。

ｌ
加
藤
弓
枝
氏
（
豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
・
准
教
授
）

「
非
蔵
人
の
文
学
的
営
為
ｌ
身
分
的
境
界
層
の
果
た
し
た
役
割
ｌ
」

要
旨
牽
蘆
庵
文
庫
の
特
徴
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
所
蔵
さ
れ
る
非
蔵
人
関
連

資
料
を
通
し
て
、
宮
廷
周
辺
に
い
た
彼
ら
が
、
自
ら
の
立
場
を
活
用
し

て
い
か
な
る
活
動
を
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
述
べ
る
。

２
川
平
敏
文
氏
（
九
州
大
学
・
准
教
授
）

「
肥
前
鹿
島
藩
主
鍋
島
家
の
神
道
書
と
そ
の
周
辺
」

要
旨
“
神
道
書
の
蔵
書
形
成
を
中
心
に
、
あ
わ
せ
て
そ
の
周
辺
の
歌
書
の
こ
と

な
ど
を
報
告
す
る
。

３
田
中
則
雄
氏
（
島
根
大
学
・
教
授
）

「
手
袋
家
蔵
害
と
出
雲
の
文
芸
活
動
」

大
高
洋
司
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加
藤
氏
は
、
蘆
庵
文
庫
の
概
要
報
告
の
後
、
藤
島
宗
順
を
中
心
と
す
る
非
蔵
人
・

院
蔵
人
文
書
に
基
づ
い
て
、
非
蔵
人
の
間
で
書
籍
講
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介

し
、
進
ん
で
真
仁
法
親
王
な
ど
の
公
家
と
小
沢
蘆
庵
な
ど
地
下
文
人
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。

川
平
氏
は
、
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
の
蔵
書
中
、
垂
加
神
道
系
の
神
道
書
に
注

目
し
、
こ
と
に
、
鍋
島
藩
主
四
代
直
條
に
神
道
及
び
古
今
伝
授
を
行
っ
た
人
物
と
し

て
伊
藤
栄
治
、
六
代
直
郷
と
関
係
の
深
い
神
道
家
・
文
芸
家
と
し
て
井
田
道
祐
を
挙

げ
、
新
出
資
料
「
神
道
伝
授
函
」
（
二
六
四
点
）
が
、
両
名
と
鍋
島
家
を
結
ぶ
知
見

の
深
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。

田
中
氏
は
、
「
手
銭
」
チ
ー
ム
の
責
任
者
と
し
て
、
時
に
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
成
果

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
近
世
期
、
松
江
藩
・
出
雲
大
社
と
の
か
か
わ
り
の
深
か
っ
た
豪

商
手
銭
家
の
蔵
書
・
文
芸
活
動
を
概
観
さ
れ
た
。
特
に
三
～
七
代
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
蔵
書
印
を
紹
介
し
、
地
域
の
指
導
者
（
冠
李
・
百
羅
）
と
結
び
つ
い
た
俳

譜
活
動
に
触
れ
、
ま
た
和
歌
和
文
に
堪
能
だ
っ
た
七
代
有
鞆
の
妻
さ
の
子
の
活
動
に

つ
い
て
、
富
永
芳
久
（
出
雲
大
社
権
禰
宜
）
と
の
往
復
書
簡
に
即
し
て
述
べ
ら
れ

た
○

そ
の
後
、
フ
ロ
ア
と
の
質
疑
応
答
で
は
、
検
討
対
象
の
広
さ
と
分
析
視
点
の
多
様

内
容
“
手
鏡
家
蔵
書
の
特
徴
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
た
上
で
、
そ
の
形
成
過
程

に
つ
い
て
、
ま
た
近
世
出
雲
地
方
に
お
け
る
和
歌
・
俳
譜
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
同
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
蔵
書
調
査
を
通

じ
て
把
握
し
得
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

さ
を
反
映
し
て
か
、
必
ず
し
も
包
括
的
な
質
問
は
出
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
研
究

の
代
表
者
と
し
て
は
、
個
別
の
検
討
の
並
列
に
終
わ
ら
ず
、
対
象
と
し
た
各
蔵
書

を
貫
く
特
徴
（
「
近
世
的
」
と
言
え
る
か
ど
う
か
）
を
拾
い
出
そ
う
と
す
る
努
力
が
、

蔵
書
ご
と
の
、
あ
る
い
は
研
究
者
各
個
の
興
味
に
基
づ
く
調
査
の
限
界
を
超
え
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
加
藤
氏
の
資
料
に
掲
載
さ
れ
た
「
公
家

を
対
象
と
し
た
研
究
と
、
庶
民
レ
ベ
ル
の
蔵
書
形
成
の
研
究
と
の
接
点
を
求
め
る
こ

と
」
（
浅
田
徹
氏
「
堂
上
か
ら
地
下
へ
ｌ
典
籍
の
流
出
・
提
供
・
活
用
」
、
「
調
査
研

究
報
告
」
犯
、
平
成
型
大
高
に
よ
る
要
約
）
、
川
平
氏
が
試
み
た
よ
う
に
、
狭
義

の
〈
文
芸
〉
ば
か
り
で
な
く
、
従
来
〈
思
想
史
〉
資
料
と
見
な
さ
れ
て
き
た
も
の
を

含
め
て
、
蔵
書
の
内
容
を
よ
り
広
く
見
渡
す
こ
と
、
ま
た
、
手
袋
家
蔵
書
に
も
含
ま

れ
る
実
録
な
ど
の
〈
俗
〉
な
ジ
ャ
ン
ル
が
果
た
す
役
割
な
ど
に
つ
い
て
も
、
今
後
検

討
し
て
行
き
た
い
。

加
藤
・
川
平
・
田
中
三
氏
に
は
、
ご
多
忙
の
中
、
ご
発
表
内
容
を
改
め
て
論
文
の

か
た
ち
で
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。
本
研
究
、
ま
た
そ
れ
に
続
く
蔵
書
研
究
へ
の
指

標
と
し
て
味
読
し
た
い
と
思
う
。
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